
【西南戦争を掘り・学ぶ事業学習指導案】
令和元年11月８日（金）

霧島市立牧園中学校 2年生50名

５・６校時（13：50～15:40）

県立埋蔵文化財センター

隈元・湯場崎・尾川(縄文の森)

２ ６校時 指導案

(１) 目 標

約１万年前の実物の土器・石器に触れたり火起こし体験をすることにより，縄文時代の暮ら

しぶりを知り，地元にある遺跡・文化財により深く興味・関心を持つようにする。

(２) 実 際

過 程 子どもたちの活動 時間 センター職員指導及び支援内容 準備・留意点

１ 体験活動の概要及び注意事 ○ 諸注意事項を簡潔に説 （担当）湯場﨑

項を聞く。 明する。

２ ２人程度のペアを12～13組 ５ ・火起こしをするので，や ○ ペアは各クラスで

作ってもらい，活動に入る。 けど等に気をつける。 作ってもらうように

導 入 する。

※ 体験活動は，３→４の順番 ・土器を持つときは両手で

で行うグループと，４→３の 持つように指導する。石

順番で行う２グループに分け 器は指を切る可能性があ

る。 るの注意する。

３ 火起こし体験をする。 ○ 安全面に気をつけ，事 （担当）隈元・尾川

故のないように配慮する。

・火起こしの実際を見て，学 火起こし体験道具セッ

習する。 ト（15セット程度）
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・説明を聞いたら，火起こし ○ ペアの二人でお互

を行う。 いに協力し合いいな

展 開 がら活動する。

４ 遺物の説明を聞く。 ○ 簡単に土器・石器の作 (担当)湯場﨑

・土器や石器の使い方や作り り方・使い方を解説する。埋文キットの土器・石

方などの説明を聞く。 器
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・実物を触り，文様や土の質

を観察する。

５ 上野原縄文の森について話 ○ 縄文の森で行われてい (担当)尾川

終 末 を聞く。 ５ るイベントなどの紹介を

する。

(３) 評 価

・ 積極的に体験活動に参加し，興味・関心をもって取り組むことができたか。

・ 地域にある資料（土器・石器）を興味・関心を持って観察し，その使用方法や作製方法などを

考えることができたか。


